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　この本は、宇城地区の消防の仕事を小学校の教育課程の中で、正しく指導していただくとともに住民の皆さんに
ご理解とご協力をお願いするために作成したものです。編集にあたっては、小学校児童を対象に編集しましたが、
指導のための参考資料も掲載しましたので、ご活用ください。
　消防活動が組織的に営まれて「災害に強い町づくり」「安全で快適な生活環境づくり」 に努めていることをこの
小冊子によりご理解いただければ幸いです。
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　お
そ
ろ
し
い
災さ

い

害が

い

は

い
つ
、
ど
こ
で
、
起お

こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　災さ

い

害が

い

を
防ふ

せ

ぐ
た
め
に
、

わ
た
し
た
ち
の
市
や
町

で
は
、
ど
の
よ
う
に
力

を
合
わ
せ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

指導上の留意点
私たちの生活の中には、どんな災害が潜んでいるのか、災害とは何か、みんなで話し合いましょう。
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  う　と
宇土市

くまもと

熊本市

かみあまくさ
上天草市  し ら ぬ い かい

不知火海

みどりかわ

 緑 川

  う　き　
宇城市  し ら ぬ い

不知火町

 み すみぶんしょ
三角分署

おう だ ぶんしょ
網田分署

  う　き　
宇城市  み すみ

三角町

  う　と
宇土市
おう だ　    あみ つ　ち　く

網田・網津地区

しょうぼうしょ
北消防署

  う　き　
宇城市
まつばせ

松橋町
  う　き　
宇城市
とよ の

豊野町

 お がわぶんしょ
小川分署

とよ の ぶんしょ
豊野分署

しょうぼうしょ
南消防署

  う　き　
宇城市

やつしろぐん

八代郡

 お  がわ

小川町
しもまし き ぐん み さと
下益城郡美里町

 み さとぶんしょ
美里分署

し
ま
み
か

 

き 

ん
ぐ郡

城
益
上

ありあけかい
有明海

出動する車
しゅつどう

消防署
しょうぼうしょ

消防団
しょうぼうだん

分署
ぶんしょ

火災現場
  か さいげん ば

　　　　　　　　　　　　ぐん

　　　　　　　　　　 と　　　き
まわりの市や郡や町と
おうえんの取り決めを
しているところ

みやざきけん

宮崎県

 か　ご しまけん

鹿児島県

くまもとけん

熊本県

おおいたけん

大分県
ふくおかけん

福岡県
 さ　が けん

佐賀県

長崎県
ながさきけん

　　

しょうちゃん うきちゃん

１ わたしたちの町とわたしたちの町と宇宇
うう

城城
きき

消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

　宇
う

城
き

地
ち

区
く

は、熊
くま

本
もと

県
けん

の中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

にあり、国道や高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

、鉄
てつ

道
どう

が走っています。このため、火
か

災
さい

をはじめ、いろいろな災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

します。宇
う

城
き

地
ち

区
く

のみなさんを、火
か

災
さい

などの災
さい

害
がい

から守
まも

るため
に宇

う
城
き

地
ち

区
く

の市や町が力を合わせて宇
う

城
き

消
しょう

防
ぼう

をつくっています。

宇
う

城
き

市小
お

川
がわ

町で火
か

災
さい

が起
お

きたら消
しょう

防
ぼう

自
じ

動
どう

車がどのように動
うご

いて
いるか、地図を見ながらみんなで話し合ってみましょう。

★消
しょう

防
ぼう

署
しょ

・分
ぶん

署
しょ

は、いつ、どこで火
か

災
さい

が起
お

きても、すばやく消
しょう

火
か

できるように
　配

はい
置
ち

されています。
★それぞれの消

しょう
防
ぼう

署
しょ

・分
ぶん

署
しょ

は受
うけ

持
も

ち区
く

域
いき

がきまっていますが、大きな火
か

災
さい

や
　事

じ
故
こ

のときは、ほかの区
く

域
いき

にもおうえんに出
しゅつ

動
どう

します。
★それぞれの市や町には、消

しょう
防
ぼう

署
しょ

とは別
べつ

に、消
しょう

防
ぼう

団
だん

がおかれ、
　みなさんの町を火

か
災
さい

などの災
さい

害
がい

から守
まも

ります。
★大きな災

さい
害
がい

や特
とく

別
べつ

な火
か

災
さい

の場合には──
◦近くの市や町、消

しょう
防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

とおうえんの取
と

り決
き

めをしています。
◦大きな山火

か
事
じ

や、海でのそうなんのときは、熊
くま

本
もと

県
けん

防
ぼう

災
さい

　消
しょう

防
ぼう

ヘリコプター「ひばり」の出
しゅつ

動
どう

をお願
ねが

いします。
◦海上保

ほ
安
あん

部
ぶ

や自
じ

衛
えい

隊
たい

にも出
しゅつ

動
どう

をお願
ねが

いします。

宇
う

城
き

地
ち

区
く

は、海
うみ

や川
かわ

が
あるし、道

どう
路
ろ

も、いっ
ぱいあるね。
ぼくたちの住

す
んでいる

町は、どこかな？

“あっ、たいへん !”
宇
う

城
き

市の小
お

川
がわ

町で
火
か

災
さい

だわ
どこから消

しょう
防
ぼう

自
じ

動
どう

車
が来るのかしら？

職
しょく

員
いん

数 消
しょう

防
ぼう

車 救
きゅう

急
きゅう

車 査
さ

察
さつ

車 その他
た

の車
しゃ

両
りょう

宇
う

城
き

広
こう

域
いき

連
れん

合
ごう

消
しょう

防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

消
しょう

防
ぼう

長
ちょう 1 0 0 0

指
し

　令
れい

　車　　 1

指
し

　揮
き

　車　　 1

そ　の　他
た

　　 2

総
そう

務
む

課
か 7(4) 0 0 0

予
よ

防
ぼう

課
か 6 0 0 2

警
けい

防
ぼう

課
か 4 0 0 0

指
し

揮
き

課
か 6 0 0 0

通
つう

信
しん

指
し

令
れい

課
か 7 0 0 0

北消
しょう

防
ぼう

署
しょ

署
しょ

　長
ちょう 1 0 0 0 救

きゅう
助
じょ

工 作 車　 1
屈
くっ

折
せつ

はしご車　 1
水
すい

陸
りく

両
りょう

用
よう

車　 1
水
すい

陸
りく

搬
はん

送
そう

車　 1
資
し

器
き

材
ざい

搬
はん

送
そう

車　 1

北消
しょう

防
ぼう

署
しょ

30 3 2 0

美
み

里
さと

分
ぶん

署
しょ 16 1 1 1 0

網
おう

田
だ

分
ぶん

署
しょ 10 1 1 1 0

南消
しょう

防
ぼう

署
しょ

署
しょ

　長
ちょう 1 0 0 0 救

きゅう
助
じょ

工 作 車　 1
化
か

    学
がく

     車　 1
資
し

器
き

材
ざい

搬
はん

送
そう

車　 1
潜
せん

  水
すい

  隊
たい

  車　 1
南消

しょう
防
ぼう

署
しょ

30 1 3 1

三
み

角
すみ

分
ぶん

署
しょ 16 1 1 1 0

豊
とよ

野
の

分
ぶん

署
しょ 10 1 1 1 0

小
お

川
がわ

分
ぶん

署
しょ 10 1 1 1 0

合
ごう

　　計
けい 159 9 10 8 13

（　）は総
そう

務
む

課
か

付
つき

職
しょく

員
いん

【令
れい

和
わ

８年１月現
げん

在
ざい

】

● 消
しょう

防
ぼう

団
だん

 � 令
れい

和
わ

７年4月1日現
げん

在
ざい

項目� 市町 宇
う

土
と

市 宇
う

城
き

市 美
み

里
さと

町 合計

団
だん

員
いん

数
男
だん

性
せい

（人） 532 1,211 248 1,991

女
じょ

性
せい

（人） 15 22 13 50

合計（人） 547 1,233 261 2,041

ポンプ数（台
だい

） 38 117 36 191

　宇城地区で考えられる災害を話し合い、上の図を見て自分たちの町から火事が起きたらどこから消防自動車が
出動するのか話し合いましょう。

宇う

城き

地ち

区く

は
熊く

ま
本も

と
県け

ん
の
中ち

ゅ
う

央お
う

に
あ
り
ま
す
。

（右
みぎ

の表
ひょう

の署
しょ

と地図の同じ色が担
たん

当
とう

区
く

域
いき

です）

指導上の留意点

しょうちゃん うきちゃん
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1

24

5 5

43

1
119通報

つうほう

119通報
つうほう

連絡
れんらく

救急出動
きゅうきゅうしゅつどう

出
動
指
令

し
ゅ
つ
ど
う 

し  

れ
い病

院
び
ょ
う
い
ん

警
察
署

け
い
さ
つ
し
ょ

市役所（役場）
し  やく しょ　　やく  ば

消 防 団
しょう  ぼう 　だん

ガス会社

（サイレンをならします）

電力会社

警 察 署
けい　 さつ　 しょ

火災出動
か さいしゅつどう

連絡
れんらく

連絡
れんらく

２ 火火
かか

災災
さいさい

出出
しゅつしゅつ

動動
どうどう

やや救救
きゅうきゅう

急急
きゅうきゅう

出出
しゅつしゅつ

動動
どうどう

のの仕仕
しし

組組
くく

みみ

　火
か

災
さい

や交通事
じ

故
こ

が起
お

きたとき、どうやってすばやく助
たす

けを
求
もと

める人のもとへかけつけるのだろう？

救
きゅう

急
きゅう

車をお願
おね

いします！
○○町○○の○○のそばです

　通報から消火活動までの一連の組織活動を理解させてください。
　消防自動車が火災現場に到着するまでには、いろいろな障害があり、119番をまわしたからといってアッという
間に消防自動車はやってこないことを理解させてください。また、早く正しい通報、初期消火がいかに大切である
か考えさせてください。
　　　   ※ 到着するまでの障害物 ──── 車、道路工事、道路渋滞等
　　　   ※ 到着してからの障害物 ──── 見物人、車等

指導上の留意点
※119番の正しい通報のしかた
①火災か救急かをはっきりと　　②場所は○○町○○　目標は○○ （目じるしになる建物）の近く
③何がどの程度もえているか　　④名前、電話番号
●�119番にいたずら電話をかけると、火災や救急のときに困りますので、いたずら電話をしないように指導してく

ださい。

指導上の留意点

通
つう

信
しん

指
し

令
れい

室の役
やく

目
め

　宇
う

城
き

地
ち

区
く

全
すべ

ての火
か

災
さい

や救
きゅう

急
きゅう

の知らせを受
う

けます。
　119番で火

か
災
さい

や救
きゅう

急
きゅう

の知らせを受
う

けると、すぐ消
しょう

防
ぼう

隊
たい

や救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

に出
しゅつ

動
どう

の指
し

令
れい

を出します。
　分

ぶん
署
しょ

や外に出ている消
しょう

防
ぼう

隊
たい

にも無
む

線
せん

などを使
つか

って出
しゅつ

動
どう

の指
し

令
れい

を
出します。
　市

し
役
やく

所
しょ

（役
やく

場
ば

）や消
しょう

防
ぼう

団
だん

、警
けい

察
さつ

署
しょ

、ガス会社、電力会社などに
次
つぎ

々
つぎ

連
れん

絡
らく

します。
　出

しゅつ
動
どう

中
ちゅう

の消
しょう

防
ぼう

隊
たい

や救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

と、無
む

線
せん

でいろいろくわしい様
よう

子
す

をや
りとりします。

1

2

3

4

5

火
か

災
さい

です！
○○町○○の○○の
近くです。
○○がもえています。

ピ～ポ～ ピ～ポ～

ウ～ ウ～
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LPガス

LP
ガ
ス

う
き

３ 火を火を消消
けけ

すす仕仕
しし

事事
ごとごと

火火
かか

災災
さいさい

現現
げんげん

場場
ばば

でのでの活活
かつかつ

動動
どうどう

　絵を見ながら、いろいろな人たちが力を合わせて火を消
け

して
いる様

よう
子
す

や人を助
たす

け出す様
よう

子
す

を話し合ってみましょう。

ゆうどうゆうどう灯灯
とうとう

ポンプ車ポンプ車

タンク車タンク車
はしご車はしご車

火火かか  

災災さ
い
さ
い  

現現げ
ん
げ
ん  

場場ばば

ガス会社の人ガス会社の人

電力会社の人電力会社の人

救救
きゅうきゅう

急急
きゅうきゅう

車車

救救
きゅうきゅう

助助
じょじょ

隊隊
たいたい

警警
けいけい

察察
さつさつ

官官
かんかん

防防
ぼうぼう

災災
さいさい

無無
むむ

線線
せんせん

消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

隊隊
たいたい

消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

団団
だんだん

員員
いんいん

消消
しょうしょう

火火
かか

活活
かつかつ

動動
どうどう

消消
しょうしょう

火火
かか

栓栓
せんせん

救救
きゅうきゅう

助助
じょじょ

工作車工作車
指指
しし

揮揮
きき

隊隊
たいたい

防防
ぼうぼう

災災
さいさい

サイレンサイレン

救救
きゅうきゅう

急急
きゅうきゅう

隊隊
たいたい

屋屋
おくおく

内内
ないない

消消
しょうしょう

火火
かか

栓栓
せんせん

火
か

災
さい

現
げん

場
ば

から、はなれ
ていても水がたくさん
あるところからホース
をのばして近くにいる
消
しょう

防
ぼう

車（タンク車）に
水を送

おく
ります。

家や会社で家や会社で仕仕
しし

事事
ごとごと

をしてをして
いていて火火

かか
災災
さいさい

の知らせがあの知らせがあ
るとると急急

いそいそ
いでかけつけていでかけつけて

きて、きて、消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

署署
しょしょ

の人たちの人たち
とと協協

きょうきょう
力力
りょくりょく

してして消消
しょうしょう

火火
かか

活活
かつかつ

動動
どうどう

をを
します。します。

火火
かか

災災
さいさい

のの様様
ようよう

子子
すす

を見て早くを見て早く
消消
きき

えるようにえるように消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

隊隊
たいたい

にに
指示を出します。指示を出します。

にげおくれた人をにげおくれた人を助助
たすたす

けけ
出すのがわたしたちの出すのがわたしたちの
役役
やくやく

目目
めめ

です。です。

感感
かんかん

電電
でんでん

しないように電気しないように電気
のもとを切ります。のもとを切ります。

消消
しょうしょう

火火
かか

活活
かつかつ

動動
どうどう

しやすいよしやすいよ
うに人や車のうに人や車の整整

せいせい
理理
りり

をを
します。します。

消
しょう

防
ぼう

団
だん

、役
やく

所
しょ

の人、ガス会社、電力会社、警
けい

察
さつ

、近
きん

所
じょ

の人たちがたがいに協
きょう

力
りょく

しています。
また火を消

け
すだけでなく、にげおくれた人を助

たす
け出すのも消

しょう
防
ぼう

の大切な仕
し

事
ごと

です。
火をすばやく消

け
すために、消

しょう
防
ぼう

水
すい

利
り

や消
しょう

防
ぼう

せつびを使
つか

っています。

ま と め
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４ 人を人を助助
たすたす

けるける仕仕
しし

事事
ごとごと

ケガをした人や病
びょう

気
き

の人に応
おう

急
きゅう

手
て

当
あて

をして
救
きゅう

急
きゅう

車で病
びょう

院
いん

へ運びます。

火
か

災
さい

や交通事
じ

故
こ

などいろいろな災
さい

害
がい

で、
にげおくれた人を助

たす
け出します。救

きゅう

急
きゅう

隊
たい

の仕
し

事
ごと

救
きゅう

助
じょ

隊
たい

の仕
し

事
ごと

　いろいろな救
きゅう

急
きゅう

出
しゅつ

動
どう

があるけど、助
たす

け
を求

もと
めている人のもとへ、１秒

びょう
でも早く

かけつけることが大切だよ。

“もうすぐ“もうすぐ病病
びょうびょう

院院
いんいん

ですよですよ
　　がんばってください！”　　がんばってください！”

現
げん

場
ば

で応
おう

急
きゅう

手
て

当
あて

をします。 病
びょう

院
いん

に到
とう

着
ちゃく

。病
びょう

院
いん

のみなさんへ、患
かん

者
じゃ

さんを
お願

ねが
いします。

おぼれた人を助
たす

けています。

車の事
じ

故
こ

で、車の中にとじこめられた人を助
たす

けています。

海や川でおぼれた人を助
たす

ける準
じゅん

備
び

をしています。

ひくい所
ところ

に転
てん

落
らく

した人を助
たす

ける訓
くん

練
れん

。

救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

のエンブレム 交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

仕仕
しし

事事
ごとごと

中の中の災災
さいさい

害害
がいがい

重重
おもおも

いい病病
びょうびょう

気気
きき

ヤケド

救
きゅう

助
じょ

隊
たい

のエンブレム

U
う
K
き
I を火の鳥に

イメージしたものです。

消
しょう

防
ぼう

署
しょ

から救
きゅう

急
きゅう

出
しゅつ

動
どう

（4ページ）

　人を助
たす

けることは、とてもきけんなこと
なんだ。だから、いろいろな災

さい
害
がい

を考えて、
日ごろからきびしい訓

くん
練
れん

をしているんだよ。

※宇城では、現在９台の救急車を拠点署所に配置し、救急業務活動をしています。
※救急車は、本当に急いで病院に搬送しなければならない患者がでたときに出動します。
　�軽症のけがや病気で救急車を呼ぶと、重症患者が出た時に、間に合わなくて命を失うことになります。救急車は、

重症患者のためにあることを理解させてください。

指導上の留意点
　消防の大きな目的の一つである人命救助の重要性を考えさせ、また消防活動、人命救助を迅速的確に行うために、
日夜訓練をくりかえし、住民の生命財産を守っていることに気づかせてください。
　また、NEXCO西日本から委託を受けて、九州自動車道松橋Ｉ・Ｃから上り線は御船Ｉ・Ｃまで、下り線は八代
Ｉ・Ｃまでの交通事故や車両火災などに救急隊や消防隊が出動することになっています。

指導上の留意点
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５ 火火
かか

災災
さいさい

をを起起
おお

こさないこさない
ためのための仕仕

しし

事事
ごとごと

　火
か

災
さい

を起
お

こさないようにするために、消
しょう

防
ぼう

署
しょ

では、どんなことをしているのでしょう。
　火

か
災
さい

を起
お

こさないようにするために消
しょう

防
ぼう

の職
しょく

員
いん

は、いろいろな仕
し

事
ごと

をしています。

ガソリンスタンドやもえや
すい物

もの
がたくさんあるとこ

ろは、けんさをします。

建
たて

物
もの

を火
か

災
さい

から守
まも

るせつび
をけんさして指

し
導
どう

します。

町の人たちといっしょに消
しょう

火
か

訓
くん

練
れん

をしたり、火
か

災
さい

を
起
お

こさないための話し合いをします。

大切な文
ぶん

化
か

財
ざい

の消
しょう

火
か

訓
くん

練
れん

を行
おこな

って火の用心をよびか
けます。

一人ぐらしのお年よりや体が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人の家を訪
ほう

問
もん

して、火の用心をよびかけます。

防
ぼう

火
か

教室で地
ち

域
いき

のみなさんといっしょに火
か

災
さい

を起
お

こ
さない勉

べん
強
きょう

をしています。

みなさんに考えてもらった防
ぼう

火
か

ポスター・防
ぼう

火
か

標
ひょう

語
ご

・
防
ぼう

火
か

絵をお店にてんじして火の用心をよびかけます。

保
ほ

育
いく

園
えん

や学校、病
びょう

院
いん

などのひなん訓
くん

練
れん

の指
し

導
どう

をします。

きけん物
ぶつ

を入れて走る
トラックをけんさして
います。

学校やデパート、工場、病
びょう

院
いん

など人がたくさん集
あつ

ま
るところをまわって、「消

しょう
防
ぼう

せつびは整
ととの

っているか、
火
か

災
さい

の起
お

こりやすいところはないか、ひじょう口
ぐち

は、
すぐ開

あ
くようになっているか。」などをけんさします。

火
か

災
さい

の起
お

こった理
り

由
ゆう

を調
しら

べて、火
か

災
さい

を起
お

こさない方
ほう

法
ほう

や火
か

災
さい

を早く消
け

す方
ほう

法
ほう

など、いろいろな研
けん

究
きゅう

をし
ています。

　消
しょう

防
ぼう

の仕
し

事
ごと

は火を消
け

す
ことのほかにも、たくさ
んあるんだね

　みんなもおそろしい
火
か

災
さい

が起
お

きないように
協
きょう

力
りょく

してね !!

　消防はもともと発生した火災を迅速的確に鎮圧することから始まりましたが、何よりも火災を発生させないこと
が第一です。そのためには、法令で種々の予防措置を講ずるとともに防災意識の普及啓発を行うことが必要です。
　予防行政の主なものとしては、予防査察、建築時の消防同意、危険物規制、消防用設備等の設置に維持、防火
管理者制度などがあり、近代消防がもっとも重視している仕事であることを理解させてください。

指導上の留意点
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☆
消し

ょ
う

防ぼ
う

器き

具ぐ

の
点て

ん
検け

ん

☆
き
ん
む
交こ

う
替た

い

☆
調ち
ょ
う

査さ

　
水す
い
利り

や
道ど
う
路ろ

を
調し
ら
べ
る

☆
予よ

防ぼ
う
（
立
入
け
ん
さ
）

☆
昼
食

☆
訓く

ん
練れ

ん

・
消し

ょ
う

火か

（
火
を
消け

す
）

・
救き
ゅ
う

助じ
ょ

（
人
を
助た

す
け
る
）

・
救き
ゅ
う

急き
ゅ
う

（
応お
う
急き
ゅ
う

手て

当あ
て
）

☆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

☆
夕
食

☆
書し

ょ
類る

い
整せ

い
理り

☆
自じ

主し
ゅ

勉べ
ん

強き
ょ
う

☆
１
１
９
受う
け
付つ
け
な
ど

☆仮
か

眠
みん

（火
か

災
さい

や救
きゅう

急
きゅう

な
どがあったらすぐに起

お

きて出
しゅつ

動
どう

します）

☆
車し
ゃ
両り
ょ
う

清せ
い
掃そ
う
・
書し
ょ
類る
い
整せ
い
理り

☆
き
ん
む
交こ

う
替た

い

☆☆通通
つうつう

信信
しんしん

指指
しし

令令
れいれい

課課
かか

の人は、の人は、

交交
こうこう

替替
たいたい

できんむしますできんむします

朝８時30分
朝９時～ 昼１時～ 夜６時15分

深夜０時
夜12時

昼12時 夕方５時15分 朝６時30分
次
つぎ

の日の
朝８時30分

６ 消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

署署
しょしょ

の一日の一日
　いつ起

お
こるかわからない災

さい
害
がい

にそなえて、
消
しょう

防
ぼう

署
しょ

では、どんなことをしているのでし
ょう。

消
しょう

防
ぼう

車や器
き

具
ぐ

の点
てん

検
けん

をします。

トレーニングで体を強くします。

消
しょう

火
か

訓
くん

練
れん

いつ、どこで火
か

災
さい

が起
お

きても消
しょう

火
か

の水は
十分あるか、消

しょう
火
か

栓
せん

や防
ぼう

火
か

水そう、川な
どを調

しら
べておきます。

きんむ交
こう

代
たい

消
しょう
防
ぼう
署
しょ
の24時間。この間で火

か
災
さい
・ 救

きゅう
急
きゅう
・救

きゅう
助
じょ
があればすぐに出

しゅつ
動
どう
します！

火
か

災
さい

現
げん

場
ば

から帰ると、すぐ次
つぎ

の
火
か

災
さい

にそなえてホースを積
つ

みかえます。

消
しょう

防
ぼう

車の清
せい

掃
そう

や点
てん

検
けん

をします。

報
ほう

告
こく

書
しょ

作
さく

成
せい

の様
よう

子
す

救
きゅう

急
きゅう

出
しゅつ

動
どう

の様
よう

子
す

応
おう

急
きゅう

処
しょ

置
ち

の訓
くん

練
れん

火
か

災
さい

を早く消
け

すためには、どのようにすれば
よいか、勉

べん
強
きょう

します。

　火
か

災
さい

や急
きゅう

病
びょう

人は、いつ
起
お

こるかわからないから
24時間つづけて消

しょう
防
ぼう

署
しょ

につとめているんだ。夜
は、５～６時間休むことが
できるけど、出

しゅつ
動
どう

にそな
えてすぐに起

お
きられるよ

うにじゅんびをしている
んだね。大きな災

さい
害
がい

が起
こったときは、まったく
休めないこともあるみた
いだね。

　火災現場における消防隊の活動は、はなばなしく見えるが、むしろ消防車の整備、消防技術訓練、訓練場での体
力、気力の増強、地理、水利の調査等、目に見えないところで被害を最小限に防ぐ仕事をしていることを理解させ
てください。

指導上の留意点

12 13



プ
ー
ル

火が出たところ 消防自動車 ホース

プール 防火水そう 消火栓

しょうぼう  じ   どう しゃ

ぼう   か しょう   か   せん 

火

火

UKIFD

か  さい しょう  か

火

火

火災のときの消火活動計画

しょうぼう   じ  どう 

消防自動車
しょう か   せん

消火栓
ぼう　か

防火水そうプール

火が出たところ ホース

プ
ー
ル

　　　　　　　　　　　しょう か  　　つか

そのほかの消火に使う水

 ぼう か

防火水そう

しょう か  せん

消火栓

14 15

町の消防水利と建物の消防せつび
　　　　  しょう ぼう すい　り　　　 たて  もの        しょうぼう

7

（防火水そうと標識）
　　ぼう か　　             　　ひょうしき 吸水管で水を吸い上げる

きゅうすいかん　　　　　　 す

川や池の水

ここにホースをつないで水を出します。

プールの水

　大
き
な
火
災
が
起
き
る
と
、
た
く
さ
ん
の

水
が
必
要
な
ん
だ
。
し
か
し
、
水
が
い
つ
で

も
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
消
火
栓
や
防
火
水
そ
う
な
ど
の

消
防
水
利
が
そ
な
え
て
あ
る
ん
だ
！

　
　
　
　

 

　
　
　
　か 

さ
い
　
　

 

お

　
　
　
　ひ
つ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　しょ
う 

か 

せ
ん
　
　ぼ
う 

か

し
ょ
う
ぼ
う
す
い 

り
　

　見えないところにこんなに
たくさんの水をためてあった
なんて～！

水の量…ドラムかん200コ分（約40トン）
火災のとき1台の消防自動車で、約40分間
使える。

　　　　りょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やく

 か さい　　　　　　　　　　 　しょうぼう  じ  どう　　　　　　やく

つか

消火栓や防火水そうは、地下に作られて
いた。

消火栓や防火水そうは、目立つように工
夫してあった。
消火栓→ふたが黄色だった。
防火水そう→標識があった。

消火栓は、家が多くあるところにたくさ
んあった。

●

●
　

　

●

しょう  か せん　　ぼう か　　

しょう  か せん　　ぼう か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

ふう

しょう  か せん

ぼう か　　　　　　　　 ひょうしき

しょう  か せん

自分たちの学校周辺の消防水利を実際に調べてみよう。学校周辺の地図を書いて、その中に消防水利を書きいれ
てみましょう。
消防水利は、消火栓、防火水そうのほかに近くの河川、池、プール、海、堀水、井戸なども活用されていること

に気づかせてください。

指導上の留意点

（1） 町の中の消防水利 
しょう ぼう  すい    り

　　しょう か せん

（消火栓の中）

しょう か せん

消火栓
しょう か せん

消火栓

調べてわかったこと！
しら

防火水そう

水

5m 4m

2m

か  さい しょう  か

火

火

火災のときの消火活動計画

しょうぼう   じ  どう 

消防自動車
しょう か   せん

消火栓
ぼう　か

防火水そうプール

火が出たところ ホース

プ
ー
ル

　　　　　　　　　　　しょう か  　　つか

そのほかの消火に使う水

 ぼう か

防火水そう

しょう か  せん

消火栓

14 15

町の消防水利と建物の消防せつび
　　　　  しょう ぼう すい　り　　　 たて  もの        しょうぼう

7

（防火水そうと標識）
　　ぼう か　　             　　ひょうしき 吸水管で水を吸い上げる

きゅうすいかん　　　　　　 す

川や池の水

ここにホースをつないで水を出します。

プールの水

　大
き
な
火
災
が
起
き
る
と
、
た
く
さ
ん
の

水
が
必
要
な
ん
だ
。
し
か
し
、
水
が
い
つ
で

も
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
消
火
栓
や
防
火
水
そ
う
な
ど
の

消
防
水
利
が
そ
な
え
て
あ
る
ん
だ
！

　
　
　
　

 

　
　
　
　か 

さ
い
　
　

 

お

　
　
　
　ひ
つ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　しょ
う 

か 

せ
ん
　
　ぼ
う 

か

し
ょ
う
ぼ
う
す
い 

り
　

　見えないところにこんなに
たくさんの水をためてあった
なんて～！

水の量…ドラムかん200コ分（約40トン）
火災のとき1台の消防自動車で、約40分間
使える。

　　　　りょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やく

 か さい　　　　　　　　　　 　しょうぼう  じ  どう　　　　　　やく

つか

消火栓や防火水そうは、地下に作られて
いた。

消火栓や防火水そうは、目立つように工
夫してあった。
消火栓→ふたが黄色だった。
防火水そう→標識があった。

消火栓は、家が多くあるところにたくさ
んあった。

●

●
　

　

●

しょう  か せん　　ぼう か　　

しょう  か せん　　ぼう か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

ふう

しょう  か せん

ぼう か　　　　　　　　 ひょうしき

しょう  か せん

自分たちの学校周辺の消防水利を実際に調べてみよう。学校周辺の地図を書いて、その中に消防水利を書きいれ
てみましょう。
消防水利は、消火栓、防火水そうのほかに近くの河川、池、プール、海、堀水、井戸なども活用されていること

に気づかせてください。

指導上の留意点

（1） 町の中の消防水利 
しょう ぼう  すい    り

　　しょう か せん

（消火栓の中）

しょう か せん

消火栓
しょう か せん

消火栓

調べてわかったこと！
しら

防火水そう

水

5m 4m

2m

７ 町の町の消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

水水
すいすい

利利
りり

とと建建
たてたて

物物
ものもの

のの消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

せつびせつび
（1）町の中の（1）町の中の消消

しょうしょう

防防
ぼうぼう

水水
すいすい

利利
りり

　
大
き
な
火か

災さ
い

が
起お

き
る
と
、
た
く
さ
ん
の

水
が
必ひ

つ
要よ

う
な
ん
だ
。
し
か
し
、
水
が
い
つ
で

も
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
消し

ょ
う

火か

栓せ
ん

や
防ぼ

う
火か

水
そ
う
な
ど
の

消し
ょ
う

防ぼ
う
水す

い
利り

が
そ
な
え
て
あ
る
ん
だ
！

消
しょう

火
か

栓
せん

防
ぼう

火
か

水そう

そのほかの消
しょう

火
か

に使う水

火
か

災
さい

のときの消
しょう

火
か

活動計画

 調
しら

べてわかったこと！

消消
しょうしょう

火火
かか

栓栓
せんせん

（（消消
しょうしょう

火火
かか

栓栓
せんせん

の中）の中）

ここにホースをつないで水を出します。

プールの水

川や池の水

（防
ぼう

火
か

水そうと標
ひょう

識
しき

） 吸
きゅう

水
すい

管
かん

で水を吸
す

い上げる

　火事のときにすぐ水を使えるよう、
消火栓や防火水そうのふた（マンホー
ル）の上に車を止めないでください。

水の量
りょう

…防火水そうには約40トンの水が
入っています。これは、お風呂の約200ぱい
分の水の量です。

●�消
しょう

火
か

栓
せん

や防
ぼう

火
か

水そうは、地下に作られて
いた。

●�消
しょう

火
か

栓
せん

や防
ぼう

火
か

水そうは、目立つように工
く

夫
ふう

してあった。
　�消

しょう
火
か

栓
せん

→ふたが黄色だった。
　防

ぼう
火
か

水そう→標
ひょう

識
しき

があった。

●�消
しょう

火
か

栓
せん

は、家が多くあるところにたくさ
んあった。

　自分たちの学校周辺の消防水利を実際に調べてみよう。学校周辺の地図を書いて、その中に消防水利を書きいれ
てみましょう。
　消防水利は、消火栓、防火水そうのほかに近くの河川、池、プール、海、堀水、井戸なども活用されていること
に気づかせてください。

指導上の留意点
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きゅうじょ

救助ぶくろ
きゅうじょ

救助ぶくろ

 じ どうしき

自動式サイレン
 じ どうしき

自動式サイレン

おくがいかいだん

屋外階段
おくがいかいだん

屋外階段ほうそう

放送せつび
ほうそう

放送せつび

ひじょうベルひじょうベル

スプリンクラー
　　　　せつび
スプリンクラー
　　　　せつびはいえんせつびはいえんせつび

 じ どう か さいほう ち

自動火災報知せつび
 じ どう か さいほう ち

自動火災報知せつび

　　　　　　　 とう

ゆうどう灯（ひじょう口）
　　　　　　　 とう

ゆうどう灯（ひじょう口）

おくないしょう か せん

屋内消火栓
おくないしょう か せん

屋内消火栓

　　　　しょう か

あわ消火せつび
　　　　しょう か

あわ消火せつび

16 17

▼ひなん訓練と消火訓練をしている様子
　　　　　　　　くんれん　　しょう か くんれん　　　　　　　　　　よう す

（2） 建物の中の消防せつび 
しょう ぼうたて もの

★絵で見る消防せつび 
しょう ぼう

　建物で火災が起きたとき、早く見つけ、小さいうちに消し、安全にひなんできるようにそなえ
られているものに、次のような“消防せつび”があります。
　※みなさんの学校や家の中には、どんな消防せつびがありますか？

　　たてもの　　 か さい　　 お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 け　　　　 あんぜん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぎ　　　　　　　　　　しょうぼう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうぼう

☆家の中のねる部屋と階段には住宅用火災けいほう器を
取り付けなければなりません。

　　　　　　　　　　　　　　 へ　や 　　かいだん　　      じゅうたく　     か さい             　　　　き　

 　　と　   　つ

　消防せつびがあっても使い方を知ら
なかったり動かないようじゃダメ！
　イザというときのために訓練したり、
点検したりしなければいけないんだ。

　　しょうぼう　　　　　　　　　　　　　　　　つか

　　　　　　　　　　うご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くんれん

てんけん

  か  さい　　　　　　　はっけん

火災を早く発見するもの1

　　　　　　　　　　　    か  さい

みんなに早く火災を知らせるもの2

ほうそう

放送せつび
ほうそう

放送せつび2

1
 じ どう か さいほう ち

自動火災報知せつび
 じ どう か さいほう ち

自動火災報知せつび2

1
じゅうたく　　 か さい　　　　　　　 　き

住宅用火災けいほう器2

　　　　　　　　とう

ゆうどう灯
　　　　　　　　とう

ゆうどう灯3

　　　　　　かいだん

ひなん階段
　　　　　　かいだん

ひなん階段3

ぼう か

防火とびら
ぼう か

防火とびら5
ぼう か

防火シャッター
ぼう か

防火シャッター5
しょう か　き

消火器
しょう か　き

消火器4
おくないしょう か せん

屋内消火栓
おくないしょう か せん

屋内消火栓4
おくないしょう か せん　　　　　　よう す

屋内消火栓の中の様子
おくないしょう か せん　　　　　　よう す

屋内消火栓の中の様子4

　　　　　　　　 き

かんこう機
　　　　　　　　 き

かんこう機3

ひじょう
けいほうせつび
ひじょう
けいほうせつび

2

あんぜん

安全に早くひなんするもの3

 か  さい　　　　　   　 け

火災を早く消すもの4
　

ほのおやけむりをくいとめるもの5

（2）（2）建建
たてたて

物物
ものもの

の中のの中の消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

せつびせつび ★絵で見る★絵で見る消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

せつびせつび
　建

たて
物
もの

で火
か

災
さい

が起
お

きたとき、早く見つけ、小さいうちに消
け

し、安
あん

全
ぜん

にひなんできるようにそなえ
られているものに、次

つぎ
のような“消

しょう
防
ぼう

せつび”があります。
　※みなさんの学校や家の中には、どんな消

しょう
防
ぼう

せつびがありますか？

☆家の中のねる部
へ

屋
や

と階
かい

段
だん

には住
じゅう

宅
たく

用火
か

災
さい

けいほう器
き

を
　取

と
り付

つ
けなければなりません。

●●１ 火
か

災
さい

を早く発
はっ

見
けん

するもの

●●１ ●●２ 自
じ

動
どう

火
か

災
さい

報
ほう

知
ち

せつび

●●２ 放
ほう

送
そう

せつび ●●２ ひじょう
　けいほうせつび

●●１ ●●２ 住
じゅう

宅
たく

用火
か

災
さい

けいほう器
き

●●２ みんなに早く火
か

災
さい

を知らせるもの

●●４ 火
か

災
さい

を早く消
け

すもの

●●４ 消火器 ●●４ 屋
おく

内
ない

消
しょう

火
か

栓
せん

●●４ 屋
おく

内
ない

消
しょう

火
か

栓
せん

の中の様
よう

子
す

●●５ ほのおやけむりをくいとめるもの

●●５ 防
ぼう

火
か

とびら ●●５ 防
ぼう

火
か

シャッター

●●３ 安
あん

全
ぜん

に早くひなんするもの

●●３ ゆうどう灯
とう

●●３ ひなん階
かい

段
だん

●●３ かんこう機
き

　消
しょう

防
ぼう

せつびがあっても使
つか

い方を知ら
なかったり動

うご
かないようじゃダメ！

　イザというときのために訓
くん

練
れん

したり、
点
てん

検
けん

したりしなければいけないんだ。

▼ひなん訓
くん

練
れん

と消
しょう

火
か

訓
くん

練
れん

をしている様
よう

子
す

自自
じじ

動動
どうどう

式式
しきしき

サイレンサイレン
救救
きゅうきゅう

助助
じょじょ

ぶくろぶくろ

放放
ほうほう

送送
そうそう

せつびせつび

ひじょうベルひじょうベル

屋屋
おくおく

内内
ないない

消消
しょうしょう

火火
かか

栓栓
せんせん

自自
じじ

動動
どうどう

火火
かか

災災
さいさい

報報
ほうほう

知知
ちち

せつびせつび あわあわ消消
しょうしょう

火火
かか

せつびせつび

はいえんせつびはいえんせつび
スプリンクラースプリンクラー
　　　　　　　　せつびせつび

ゆうどう灯（ひじょう口）ゆうどう灯（ひじょう口）

屋屋
おくおく

外外
がいがい

階階
かいかい

段段
だんだん

16 17



うき
う
き

ウ～ ウ～ ウ～
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風水害・地震
　　　　　のときの活動

 ふう  すい  がい　　      じ    しん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かつ  どう
8 ふるさとを守る消防団

　　　　　　　　　　　　　 まも　　　しょう  ぼう  だん

9

ひなんを呼び掛けています。
　　　　　　　　 よ　　　か

機械を入れて捜索しています。
  き かい　　　　　　　　 そうさく

地すべりを調査しています。
　　　             　  　ちょう さ

水が町に入らないようにしています。

みなさんの家から火災が起きないように女性消防隊
員もかつやくしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  か さい　　 お　　　　　　　　　　　　 じょせいしょうぼうたい

いん

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は

み
ん
な
の
町
を
守
る
た
め
に

が
ん
ば
る
よ
！

　
　
　
　

 

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
も

みんなの町の大人の人たちでそしきされています。

　わたしたちの市や町には消防団があり、災害が起こったとき、ひ害が大きくならないようにみ
んなのくらしを守っています。
　消防団の人たちは、いつもは会社や工場につとめたり、家で仕事をしています。サイレンや防
災無線やメールなどで火災を知ると仕事をやめ、急いで火災現場へ出動し、消防署の人たちと協
力して、消火活動をします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうぼうだん　　　　　　　　さいがい　　 お　　　　　　　　　　　　　　　がい

　　　　　　　　　　　　　　まも

　　しょうぼうだん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し ごと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぼう

さい む せん　　　　　　　　　　　　　　　か さい　　　　　　　　  し ごと　　　　　　　　いそ　　　　　か さいげん ば 　　しゅつどう　　　　しょうぼうしょ　　　　　　　　　　きょう

りょく　　　　　　しょう か かつどう

けいさつかん

警察官
けいさつかん

警察官

しょうぼうしょくいん

消防職員
しょうぼうしょくいん

消防職員

しょうぼうだんいん

消防団員
しょうぼうだんいん

消防団員

　　しょうぼうだん

●消防団のそしき
　　しょうぼうだん

●消防団のそしき

町の人たち町の人たち

しょうぼうきゅうじょたい

消防救助隊
しょうぼうきゅうじょたい

消防救助隊

 で  ぞめ しき

出初式
 で  ぞめ しき

出初式

 じ えいたい

自衛隊
 じ えいたい

自衛隊 電力会社の人電力会社の人

消防団員は、火災や風水害の時の出動はもとより、出初式、ポンプ操法大会、年末警戒、合同訓練などの町の行
事にも積極的に参加し、地域社会への奉仕活動を行っています。
　　　　　火災時の消防団の招集方法
　　　　　（覚知）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出動）
　　　　　　消防署　　　　　　　　　市役所（役場）　　　　　　　　　　　　　　　　　　団員

指導上の留意点

火災着信専用電話 サイレン・防災無線放送・電話・メールなど

ウ～ ウ～ ウ～

８ ９風風
ふうふう

水水
すいすい

害害
がいがい

・・地地
じじ

震震
しんしん

ふるさとをふるさとを守守
まもまも

るる消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

団団
だんだん

のときののときの活活
かつかつ

動動
どうどう

地すべりを調
ちょう

査
さ

しています。 みなさんの家から火
か

災
さい

が起
お

きないように女
じょ

性
せい

消
しょう

防
ぼう

隊
たい

員もかつやくしています。

●消
しょう

防
ぼう

団
だん

のそしき
みんなの町の大人の人たちでそしきされています。

出
で

初
ぞめ

式
しき

機
き

械
かい

を入れて捜
そう

索
さく

しています。ひなんを呼
よ

び掛
か

けています。

水が町に入らないようにしています。

　消防団員は、火災や風水害の時の出動はもとより、出初式、ポンプ操法大会、年末警戒、合同訓練などの町の行
事にも積極的に参加し、地域社会への奉仕活動を行っています。
　　　　　　火災時の消防団の招集方法
　　　　　　（覚知）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出動）
　　　　　　　消防署　　　　　　　　　市役所（役場）　　　　　　　　　　　　　　　　　　団員

指導上の留意点

　わたしたちの市や町には消
しょう

防
ぼう

団
だん

があり、災
さい

害
がい

が起
お

こったとき、ひ害
がい

が大きくならないようにみ
んなのくらしを守

まも
っています。

　消
しょう

防
ぼう

団
だん

の人たちは、いつもは会社や工場につとめたり、家で仕
し

事
ごと

をしています。サイレンや防
ぼう

災
さい

無
む

線
せん

やメールなどで火
か

災
さい

を知ると仕
し

事
ごと

をやめ、急
いそ

いで火
か

災
さい

現
げん

場
ば

へ出
しゅつ

動
どう

し、消
しょう

防
ぼう

署
しょ

の人たちと協
きょう

力
りょく

して、消
しょう

火
か

活
かつ

動
どう

をします。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は

み
ん
な
の
町
を
守ま
も
る
た
め
に

が
ん
ば
る
よ
！

電話・メール サイレン・防災無線放送・電話・メールなど

自自
じじ

衛衛
えいえい

隊隊
たいたい

警警
けいけい

察察
さつさつ

官官
かんかん

消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

職職
しょくしょく

員員
いんいん

消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

団団
だんだん

員員
いんいん

消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

救救
きゅうきゅう

助助
じょじょ

隊隊
たいたい

電力会社の人電力会社の人

町の人たち町の人たち

18 19



UKIFD

ま と めしょうちゃんたちの

10 11大切な大切な命命
いのちいのち

をを守守
まもまも

るためにるために ぼくもわたしもぼくもわたしも消消
しょうしょう

防防
ぼうぼう

士士
しし

地地
じじ

震震
しんしん

だ!! あなたならどうする？だ!! あなたならどうする？
　日本は世

せ
界
かい

の中でも地
じ

震
しん

の多い国です。いつどこで発
はっ

生
せい

するかわかりません。
　地

じ
震
しん

が起
お

きたら、どうするか、地
じ

震
しん

へのそなえは日ごろからどうすればよいの
でしょうか

　しょうちゃんたちは、消
しょう

防
ぼう

の仕
し

組
く

みや仕
し

事
ごと

について、いろいろ勉
べん

強
きょう

した後、
消
しょう

防
ぼう

の仕
し

事
ごと

を次
つぎ

のとおりまとめました。そして、おそろしい災
さい

害
がい

を防
ふせ

ぐにはどう
したらいいのか、みんなで話し合いました。

　地
じ

震
しん

のゆれの強さを「震
しん

度
ど

」といい、０から７までの10段
だん

階
かい

で表
あらわ

します。また、地
じ

震
しん

のエネルギー
の大きさは「マグニチュード」（Ｍ）という単

たん
位
い

で表
あらわ

します。

震
しん

度
ど

０ 震
しん

度
ど

１ 震
しん

度
ど

２ 震
しん

度
ど

３ 震
しん

度
ど

４

人はゆれを感
かん

じ
ない

わずかなゆれを
感
かん

じる人がいる
大半の人がゆれ
を感

かん
じる

ほとんどの人が
ゆれを感

かん
じる

ほとんどの人が
おどろく

震
しん

度
ど

５弱 震
しん

度
ど

５強 震
しん

度
ど

６弱 震
しん

度
ど

６強 震
しん

度
ど

７

大半の人がきょ
うふを感

かん
じる

つかまらないと
歩くことがむず
かしい

立っていること
がむずかしい

はわないと動
うご

く
ことができない

丈
じょう

夫
ぶ

な建
たて

物
もの

でも、
かたむくことが
ある

「地
じ

震
しん

が起
お

きたら」━
《家の中では》
◦つくえの下に入ってゆれがおさまるのを待

ま
つ。

◦つくえなどがないときは、カバンや本で頭を守
まも

る。
◦まどガラスやたおれやすい物

もの
からはなれる。

《外では》
◦ブロックのへいや石がき、自

じ
動
どう

販
はん

売
ばい

機
き

などからはな
　れる。
◦屋

や
根
ね

がわらや看
かん

板
ばん

などが落
お

ちてくることがあるので
　注

ちゅう
意
い

する。
◦切れた電線に近づかない。
◦足をけがしないように、くつをはいてにげよう。

★消
しょう

防
ぼう

の仕
し

事
ごと

１．火を消
け

す仕
し

事
ごと

。
２．救

きゅう
急
きゅう

の仕
し

事
ごと

。
３．救

きゅう
助
じょ

の仕
し

事
ごと

。
４．火

か
災
さい

を起
お

こさないための仕
し

事
ごと

。
５．災

さい
害
がい

にそなえる仕
し

事
ごと

。

★おそろしい火
か

災
さい

を防
ふせ

ぐには…
１．ライターなどで火遊

あそ
びをしない。

２．学校や家
か

庭
てい

の中できけんなところがないか注
ちゅう

意
い

する。
３．ひなん訓

くん
練
れん

や消
しょう

火
か

訓
くん

練
れん

を、くり返
かえ

し行う。
４．学校や家

か
庭
てい

、地
ち

域
いき

で防
ぼう

火
か

について話し合う。
５．火

か
災
さい

を見つけたときは、大きな声でまわりの
　　人に知らせ、次

つぎ
のことを行う。

　　●電話（119番）で消
しょう

防
ぼう

署
しょ

に知らせる。
　　●小さな火は、バケツの水や消

しょう
火
か

器
き

で消
け

しとめる。
　　●すばやくひなんする。

　“油断と慣れが火事の元”と言われるように、火災は人災によるものがほとんどです。常日頃から、災害への準
備や訓練を行うことにより、“イザ”という時、被害を最小限にくいとめることができ、自分の命や他の人の命を
も救うことができることを理解させてください。

指導上の留意点

はい119です。

火
か

災
さい

ですか？救
きゅう

急
きゅう

ですか？
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消
しょう

防
ぼう

の服
ふく

そうやそうび 消
しょう

防
ぼう

自
じ

動
どう

車のいろいろ資
し

料
りょう

１ 資
し

料
りょう

２
　いろいろな災

さい
害
がい

があるのでその災
さい

害
がい

にあった
服
ふく

そうやそうびがあるんだ。

普ふ

通つ
う

時じ

服ふ
く

そ
う

災さ
い

害が
い

時じ

服ふ
く

そ
う

特と
く

殊し
ゅ

災さ
い

害が
い

時じ

服ふ
く

そ
う

　消
しょう

防
ぼう

署
しょ

にはいろいろな車があります。人を助
たす

けるための車。火を消
け

す車。火
か

災
さい

は、建
たて

物
もの

やもえ
る物

もの
によってもえ方

かた
がちがいます。早く消

け
したり、助

たす
けるためいろいろな車があります。

救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

救
きゅう

急
きゅう

出
しゅつ

動
どう

油
あぶら

火
か

災
さい

（耐
たい

熱
ねつ

服
ふく

）
放
ほう

射
しゃ

能
のう

災
さい

害
がい

（放
ほう

射
しゃ

能
のう

ぼうご服
ふく

）
有
ゆう

毒
どく

ガス災
さい

害
がい

（化
か

学
がく

ぼうご服
ふく

）

山
さん

岳
がく

救
きゅう

助
じょ

水
すい

難
なん

救
きゅう

助
じょ

火
か

災
さい

・救
きゅう

助
じょ

火
か

災
さい

出
しゅつ

動
どう

消
しょう

防
ぼう

隊
たい

救
きゅう

助
じょ

隊
たい

制
せい

　服
ふく

救
きゅう

助
じょ

工作車

救
きゅう

急
きゅう

自
じ

動
どう

車

水
すい

陸
りく

両
りょう

用
よう

車
指
し

揮
き

車

屈
くっ

折
せつ

はしご付
つき

消
しょう

防
ぼう

ポンプ自
じ

動
どう

車
（屈

くっ
折
せつ

はしご車）

消
しょう

防
ぼう

ポンプ自
じ

動
どう

車（ポンプ車）

化
か

学
がく

消
しょう

防
ぼう

ポンプ自
じ

動
どう

車（化
か

学
がく

車）

水そう付
つき

消
しょう

防
ぼう

ポンプ自
じ

動
どう

車（タンク車）

熊
くま

本
もと

県
けん

防
ぼう

災
さい

消
しょう

防
ぼう

ヘリ「ひばり」人を助
たす

ける車 火を消
け

す車

　照
しょう

明
めい

灯
とう

、クレーン、ウインチなど
を取

と
り付け、油

ゆ
圧
あつ

切
せつ

断
だん

機
き

や削
さく

岩
がん

機
き

な
ど人を助

たす
けるためのいろいろな道

どう
具
ぐ

を積
つ

んでいます。

　救
きゅう

急
きゅう

救
きゅう

命
めい

士
し

のしかくを持った救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

員
いん

がのります。電気ショック器
き

や
ゆえき器

き
具
ぐ

などがのっています

　高いビルの火
か

災
さい

で人を助
たす

けた
り、火を消

け
すのにかかせない車

で、25メートル（８階
かい

）までの
ばせます。
　はしごの先たんのバスケット
内でも操

そう
作
さ

できます。

　風
ふう

水
すい

害
がい

のときに、地
じ

面
めん

が悪
わる

い場
ば

所
しょ

や水めんを走行して、人を助
たす

けます。

　山火
か

事
じ

・水
すい

難
なん

事
じ

故
こ

・行
ゆくえ

方不
ふ

明
めい

者
しゃ

そうさく
など、空から火を消

け
したり、人を助

たす
けます。

　１分間に２トン（ドラムかん10本分）
の水を出すことができます。

　水では消
き

えない油
あぶら

の火
か

災
さい

にかつやくします。
　水と消

しょう
火
か

ざいのタンクを
持
も

っていて消
しょう

火
か

あわを作り
消
しょう

火
か

します。

　水を積
つ

んでいる消
しょう

防
ぼう

自
じ

動
どう

車です。火
か

災
さい

現
げん

場
ば

にすばや
く行き、消

しょう
火
か

栓
せん

や防
ぼう

火
か

水そ
うの水を取

と
らないで、自分

の水を使
つか

って消
しょう

火
か

します。

　火
か

災
さい

現
げん

場
ば

で指
し

揮
き

をしたり、
現
げん

場
ば

の様
よう

子
す

を知らせるのに
使
つか

います。
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器
き

具
ぐ

のいろいろ資
し

料
りょう

３
　消

しょう
防
ぼう

自
じ

動
どう

車は、火を消
け

したり、人を助
たす

けるために、
いろいろな器

き
具
ぐ

を積
つ

んでいます。

○�指
し

揮
き

車には、ほかの消
しょう

防
ぼう

車や指
し

令
れい

室と連
れん

絡
らく

をとりあうための無
む

線
せん

や、消
しょう

防
ぼう

隊
たい

の指
し

揮
き

をとるためのマイク、指
し

揮
き

台、ドローンなどを積
つ

んでいます。

○�タンク車には、1.5トンの水を積
つ

んでいるほか、車が行けない遠くはなれたとこ
ろへすばやくホースをのばすことができるホースカーや、空気呼

こ
吸
きゅう

器
き

、照
しょう

明
めい

器
き

具
ぐ

、
また、油

あぶら
火
か

災
さい

用の薬
やく

ざいも積
つ

んでいます。

○�救
きゅう

助
じょ

工作車には、コンクリートや鉄
てつ

を切
き

ったり曲
ま

げたりする特
とく

殊
しゅ

な器
き

具
ぐ

や、夜
でも100メートルはなれたところで新聞が読めるほどとても明るい照

しょう
明
めい

灯
とう

、3ト
ンの荷

に
物
もつ

をつることができるクレーンなど、人を助
たす

けるための器
き

具
ぐ

をたくさん
積
つ

んでいます。
○�救

きゅう
急
きゅう

車には、けがや病
びょう

気
き

の人を寝
ね

かせて運
はこ

ぶベッド（ストレッチャー）や、
命
いのち

を助
たす

けるための道
どう

具
ぐ

がつまれています。
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火災の統計
か　さい　　　 とう  けい

救急の統計
きゅうきゅう　　　とう  けい

過去10年間の火災件数
 か　こ　　　　　　　　　 か さいけん

※全国的に火災による死者は、高齢者が約半数をしめています。
　　ぜんこくてき　　 か さい　　　　　　 し しゃ　　　　こうれいしゃ　　やく

約1,345平方メートル
みなさんの教室のおよそ21部屋分。

やく　　　　　　へいほう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　や　　　　　

　令和５年（1月～12月）における火災件数は
38,672件の火災が発生し、これは、おおよそ
1日あたり106件、14分ごとに1件の火災が全
国のどこかで発生していたことになります。
　そのうち、火遊びで起こった火災が364件も
あります。
　また、1,503人が火災により死亡し、5,766
人が火災により負傷しています。

　　れい わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か さいけん

　　　　　　　 けん　　 か さい　はっせい

　 　　　　　　　　　　       けん　　     　  　　　　　　    　 けん　　 か さい　　ぜん

こく　　　　　　　　　　はっせい

　　　　　　　　　　　　　　あそ　　　　 お 　　　　　　 か さい　　　　　　けん

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　か さい　　　　　　 し ぼう

　　　　 か さい　　　　　　 ふ しょう

　令和６年に救急車で搬送した人は、6,385人です。
　これは、宇城地区の住民の約16人に１人が、救急車で病院に運ばれたことになります。
　救急車が１年間に出動した回数は7,305件で、1日に約20件出動したことになります。
　このほかに、事故ではさまれた
り、ガケから落ちたりした人を助
けるため「特別救助隊」が令和６
年に90件出動しました。

　　れい わ　　　　　　きゅうきゅう　　　　はんそう

　　　　　　　　　　 う　き　ち　く　　 じゅうみん　　　　　　　　　　　　 　　　　　　きゅうきゅう　　　  びょういん　　はこ

　　きゅうきゅう　　　　　　　　　　　　しゅつどう　　　　　　　　　　　　　　　  けん　　　　　　　　　やく        けんしゅつどう

　　　　　　　　　　　　　　  じ　こ

　　　　　　　　　　　　  お  　　　　　　　　　　　　　　たす

　　　　　　　　　　とくべつきゅうじょたい　　 　　れい わ

　　　　　　  けんしゅつどう

全国　令和５年　1月～12月
ぜんこく　　れい わ

（火災概要より）
　　 か さいがいよう

熊本県　令和５年
火災発生件数　640件
そんがいがく　約6億8,300万円
死者　22人

　　くまもとけん　　れい わ

  　  か さいはっせいけん　　　　　　　　けん

　　　　　　　　　　　　　　　　やく　 おく

　　 し しゃ

約5,105万円
毎日、約14万円がはいになっています。

やく

　　　　　　やく

資料
し  りょう

4 れい わ 　　　　　　  う　き　ち　く

令和６年　宇城地区

れい わ 　　　　　　  う　き　ち　く

令和６年　宇城地区

　宇城地区では、令和６年に45件の火災が起こってい
ます。これは、おおよそ8日に１件の火災が起こった
ことになります。

　　 う　き　ち　く　　　　　　 れい わ 　　　　　　　　  けん　　 か さい　　 お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か　　 　　けん　　  か さい　　  お

  か さい　　けんすう

火災の件数

たてもの　　 や

建物の焼けた広さは

 たてもの か さい

建物火災のそんがいがく

　　べつ　　  か さいけん

月別の火災件数

年

件数
けん

へいせい れい  わ

平成27年

42件

平成28年

35件

平成29年

54件

平成30年

39件

令和元年
（平成31年）

45件

令和２年

32件

令和３年

48件

令和４年

38件

令和５年

34件

令和６年

45件

市町別救急出動件数
　　　　べつきゅうきゅうしゅつどうけん

宇土市
う　と

救急件数
きゅうきゅうけん

区分
く ぶん 市町

2,320件

宇城市
う　き

4,332件

美里町
み さと

640件

その他
た

13件

計

7,305件

建物火災
14件

たてもの か さい
車両火災
３件

しゃりょう か さい
林野火災・その他の火災

28件

　　　 　か さい　　　　　　 た　　　か さい
合計

45件
＝＋＋

13

25

7

宇土市

宇城市

美里町

う　と

う　き

み さと

※死者　３人
し しゃ

市町別火災の件数
べつ か さい　　けん

2

4

11

11

5

2

7

0

444

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

12

10

8

6

4

2

0

119119
いっぱん ふ しょう

一般負傷
939件

てんいんはんそう

転院搬送
1,077件

こうつう じ　こ

交通事故 318件

 か さい

火災 3件
 じ そん

自損 
38件

うんどうきょう ぎ

運動競技 
28件

 か がい

加害 11件
ろうどうさいがい

労働災害 
50件

きゅうびょう

急病
3,919件

　　　 　た

その他 1件

すいなん

水難 1件

　　　　た　  ふ めい

その他・不明 
24,752件

　

たばこ 
3,498件
　

たき火
3,473件
　

こんろ
2,838件

ほう か

放火・
ほう か

放火の
うたがい
4,111件

救急事故
別の件数
7,305件

きゅうきゅう  じ　こ

べつ　　けん

原因別
火災件数
38,672件

　げんいんべつ

 か さいけん

令和５年 全国
れい わ             ぜんこく

火
か

災
さい

の統
とう

計
けい

救
きゅう

急
きゅう

の統
とう

計
けい

資
し

料
りょう

４ 令
れい

和
わ

７年　宇
う

城
き

地
ち

区
く

令
れい

和
わ

７年　宇
う

城
き

地
ち

区
く

全
ぜん

国
こく

　令
れい

和
わ

６年　１月～12月（火
か

災
さい

概
がい

要
よう

より）

　宇
う

城
き

地
ち

区
く

では、令
れい

和
わ

７年に39件
けん

の火
か

災
さい

が起
お

こってい
ます。これは、おおよそ8日

か
に１件

けん
の火

か
災
さい

が起
お

こった
ことになります。

約
やく

1,200平
へい

方
ほう

メートル
みなさんの教室のおよそ19部

へ
屋
や

分。

　令
れい

和
わ

６年（1月～12月）における火
か

災
さい

件
けん

数は
37,141件

けん
の火

か
災
さい

が発
はっ

生
せい

しました。これは、お
およそ１日あたり101件

けん
、14分ごとに１件

けん
の

火
か

災
さい

が全
ぜん

国
こく

のどこかで発
はっ

生
せい

していたことになり
ます。
　そのうち、火遊

あそ
びで起

お
こった火

か
災
さい

が386件
けん

も
あります。
　また、1,451人が火

か
災
さい

により死
し

亡
ぼう

し、5,805
人が火

か
災
さい

により負
ふ

傷
しょう

しています。

　令
れい

和
わ

７年に救
きゅう

急
きゅう

車で搬
はん

送
そう

した人は、6,339人です。
　これは、宇

う
城
き

地
ち

区
く

の住
じゅう

民
みん

の約16人に１人が、救
きゅう

急
きゅう

車で病
びょう

院
いん

に運
はこ

ばれたことになります。
　救

きゅう
急
きゅう

車が１年間に出
しゅつ

動
どう

した回数は7,153件
けん

で、1日に約
やく

20件
けん

出
しゅつ

動
どう

したことになります。
　このほかに、事

じ
故
こ

ではさまれた
り、がけから落

お
ちたりした人を助

たす

けるため「特
とく

別
べつ

救
きゅう

助
じょ

隊
たい

」が令
れい

和
わ

７
年に97件

けん
出
しゅつ

動
どう

しました。

熊
くま

本
もと

県
けん

　令
れい

和
わ

６年
火
か

災
さい

発
はっ

生
せい

件
けん

数　627件
けん

そんがいがく　約
やく

10億
おく

3,500万円
死
し

者
しゃ

　21人

放
ほう

火
か

・
放
ほう

火
か

の
うたがい
3,904件 たばこ

3,058件

たき火
2,781件その他

た
・不

ふ
明
めい

22,103件 こんろ
2,718件

電気機器
2,577件

火
か

災
さい

 48件
運
うん

動
どう

競
きょう

技
ぎ

27件
加
か

害
がい

 9件

水
すい

難
なん

 8件
自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

 6件

その他
た

 12件

自
じ

損
そん

42件
労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

66件
交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

 353件

一
いっ

般
ぱん

負
ふ

傷
しょう

1,012件

急
きゅう

病
びょう

4,411件転
てん

院
いん

搬
はん

送
そう

1,159件

約
やく

１億2,000万円

建
たて

物
もの

火
か

災
さい

車
しゃ

両
りょう

火
か

災
さい

林野火
か

災
さい

・その他
た

の火
か

災
さい

合計

※死
し

者
しゃ

　１人

※全
ぜん

国
こく

的
てき

に火
か

災
さい

による死
し

者
しゃ

は、高
こう

齢
れい

者
しゃ

が約
やく

半数をしめています。

過
か

去
こ

10年間の火
か

災
さい

件
けん

数
市町別

べつ
救
きゅう

急
きゅう

出
しゅつ

動
どう

件
けん

数

17件 ５件 17件 39件

火
か

災
さい

の件
けん

数
すう

月別
べつ

の火
か

災
さい

件
けん

数

建
たて

物
もの

の焼
や

けた広さは

建
たて

物
もの

火
か

災
さい

のそんがいがく

＋ ＋ =

市町別
べつ

火
か

災
さい

の件
けん

数

宇
う

土
と

市 ６

宇
う

城
き

市 27

美
み

里
さと

町 ６

年 平
へい

成
せい

28年 平成29年 平成30年 令
れい

和
わ

元年
（平成31年）

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

件数 35件 54件 39件 45件 32件 48件 38件 34件 45件 39件

令
れい

和
わ

６年全
ぜん

国
こく

原
げん

因
いん

別
べつ

火
か

災
さい

件
けん

数
37,141件

救
きゅう

急
きゅう

事
じ

故
こ

別
べつ

の件
けん

数
7,153件

市町
区
く

分
ぶん 宇

う
土
と

市 宇
う

城
き

市 美
み

里
さと

町 その他
た

計

救
きゅう

急
きゅう

件
けん

数 2,296件 4,192件 657件 8件 7,153件

26 27



資
し

料
りょう

７ 中
ちゅう

型
がた

水
すい

陸
りく

両
りょう

用
よう

車

　助
たす
けた人を水の上

で４名、りくの上で
６名のせることがで
きます。

　令
れい
和
わ
２年３月に、

九
きゅう
州
しゅう
ではじめて配

はい
備
び

されました。

水めんでも、走行できます。

はんそう車にのせて、いどうします。

　津
つ
波
なみ
や大きな風

ふう
水
すい
害
がい
により、水につかったり地

じ
面
めん
が悪

わる
い場

ば
所
しょ
において、

効
こう
果
か
的
てき
に消

しょう
防
ぼう
活
かつ
動
どう
を行います。

※緊急消防援助隊とは、全国で起こる大規模な災害に
出動し対応する登録隊です。この中型水陸両用車は
特に風水害での人命救助に対する特殊な車両です。

緊
きん
急
きゅう
消
しょう
防
ぼう
援
えん
助
じょ
隊
たい
マーク

29

資
し

料
りょう

５

資
し

料
りょう

６

PA連
れん

携
けい

みんなの大切な命
いのち

を守
まも

る

救
きゅう

急
きゅう

現
げん

場
ば

に消
しょう

防
ぼう

隊
たい

も出
しゅつ

動
どう

します！
PA（ピーエー）連

れん

携
けい

って何？

PA連
れん

携
けい

の必
ひつ

要
よう

性
せい

と目
もく

的
てき

消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

がPA連
れん

携
けい

で出
しゅつ

動
どう

する場合

　PA連
れん
携
けい
とは、救

きゅう
急
きゅう
現
げん
場
ば
において消

しょう
防
ぼう
隊
たい
と救

きゅう
急
きゅう
隊
たい
が連

れん
携
けい
して救

きゅう
急
きゅう
活
かつ
動
どう
などを行うことのそうしょ

うです。

　近くの救
きゅう
急
きゅう
車が出

しゅつ
動
どう
している場合や救

きゅう
急
きゅう
隊
たい
だけでは傷

しょう
病
びょう
者
しゃ
の搬

はん
送
そう
がこんなんな場合に、消

しょう
防
ぼう
隊
たい
と

連
れん
携
けい
して、傷

しょう
病
びょう
者
しゃ
の救

きゅう
命
めい
処
しょ
置
ち
を迅

じん
速
そく
かつ確

かく
実
じつ
に行うことを目

もく
的
てき
としています。

　A
エー
E
イー
D
ディ
（自

じ
動
どう
体
たい
外
がい
式
しき
除
じょ
細
さい
動
どう
器
き
）とは、心

しん
臓
ぞう
がけいれんしポンプ機

き
能
のう

を失
うしな
ったじょうたい（心

しん
室
しつ
細
さい
動
どう
）に対

たい
し電気ショックをあたえ正

せい
常
じょう

なリズムにもどすための医
い
療
りょう
機
き
器
き
で平

へい
成
せい
16年7月から「救

きゅう
命
めい
の現

げん
場
ば

にいあわせた一
いっ
般
ぱん
人
じん
」の使

し
用
よう
がみとめられています。

　このA
エー
E
イー
D
ディ
…いろいろなタイプのものがありますが、最

さい
近
きん
ではみな

さんの身
み
近
ぢか
なところで目にすることができるようになりました。学

校や病
びょう
院
いん
など…みなさんにA

エー
E
イー
D
ディ
の設

せっ
置
ち
場
ば
所
しょ
を知ってもらうだけでも

救
きゅう
命
めい
につながります。

●近くの救
きゅう
急
きゅう
車が出

しゅつ
動
どう
中
ちゅう
にあり、ただちに救

きゅう
急
きゅう
車が出

しゅつ
動
どう
できないとき

●階
かい
段
だん
や通

つう
路
ろ
などせまい場

ば
所
しょ
や建

たて
物
もの
の上

じょう
層
そう
階
かい
などで救

きゅう
急
きゅう
が発

はっ
生
せい
し、傷

しょう
病
びょう
者
しゃ
の迅

じん
速
そく
な搬

はん
送
そう
がむずかし

　いとき
●救

きゅう
急
きゅう
隊
たい
3人では対

たい
応
おう
がこんなんと通

つう
信
しん
指
し
令
れい
課
か
員
いん
がはんだんした場合

※Automated（自
じ
動
どう
）External（体

たい
外
がい
式
しき
）Defibrillator（除

じょ
細
さい
動
どう
器
き
）

A E D
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